
続々登場するIPv6対応製品

「N+I」で、今年も多くの来場者を集めた

のが「IPv6 ShowCase」だ。昨年の「N+I

Tokyo」に続き、このコーナーが設けられ

るのは2回目だが、参加企業団体は約40に

達し、さらに規模を拡大していた。

なかでも、「Corona」というコード名で知

られるマイクロソフトの次期ウィンドウズメ

ディアとウィンドウズCE .NetのIPv6対応

IPスタックの組み合わせによるIPv6上で

のビデオストリーミングデモは、世界初の試

みとなった。ビデオストリームの受信端末

として使われたのは日立の無線LAN機能

搭載PDA、「NPD-10JWL」。また、シャー

プも海外向けLinux OS搭載ザウルスに

IPv6スタックを載せ、同様に「Corona」か

らのストリーミングビデオを表示させるデ

モを展開していた。

家電ゾーンでは、東芝のインターネット

冷蔵庫に並んで、松下電器がインターネッ

ト対応の冷蔵庫、電子レンジ、TVを展示

した。電子レンジをあらかじめサーバー

に登録することにより、レシピが自動配信

されるサービスや、携帯電話からの家電

制御、家電からほかの家電の制御、家電

と携帯電話の間でのメッセージ交換などを

実演していた。たとえば携帯電話から冷

蔵庫の開閉回数をモニターすることで住人

の在宅や無事を確認したり、電子レンジの
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IPv6、無線LAN、近未来をにぎわす技術が集結
NetＷorld＋INTEROP 2002 TOKYOレポート
text :編集部 photo : Shimojo Eigo

2002年7月3日から5日まで、千葉県幕張の幕張メッセで行われた「NetWorld＋

INTEROP 2002 TOKYO」（N＋I）は、出展社数が300社を超える盛り上がりを見

せ、IT不況が尾を引くなかにあっても、さすがに国内最大級のIT関連イベントだと、

強く印象づけるものとなった。今年で9回目をむかえるこのイベントでは、特に

IPv6関連製品、マイクロソフトの次世代ウィンドウズメディア「Corona」、そして無

線LAN関連の製品が注目を集めていた。はたして、これらの新技術が見せた、イン

ターネット世界の近未来はどのような形だったのだろうか。ここでは、この3つのポ

イントに絞って、「N＋I」をレポートする。
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1東芝のIPv6対応冷蔵庫。

2松下のIPv6冷蔵庫は携帯電話から庫内の
温度、ドアの開閉回数の確認などを確認す
ることが可能だ。

3ビデオストリーミング受信端末として使われ
た日立のPDA。

4同じくシャープのLinux搭載ザウルスにもス
トリーミング受信端末として展示されていた。

5インターネットノードは「ぷちセキュリティノー
ド」などのシステムを展示していた。

6中央電子のリアルタイム静止画表示シス
テム。

7ソニーブロードバンドソリューションが展示し
ていた P2P でチャットができるP l a y
Station2。

8インターネットITSで使われるIPv6カーも展
示されていた。

9松下電器のIPv6対応電子レンジ。

q三洋電機はデジタルカメラの写真を遠隔地
のテレビで見られるデモを展開していた。

液晶パネルからテレビのチャンネルを変更

したりすることができる。このデモではネ

ットワーク接続された家電が自動的に発見

され、リスト化されて即座に制御できるよ

うになっている点と、IPsecによって端末

の認証や通信の秘匿性確保を行っている

点がポイントとなっている。

また、インターネットノードは、昨年度末

に実施されたIPv6実証実験で使われた、

ビデオの録画予約などを実現するネットワ

ークリモコンにカメラを接続し、ビデオを

リアルタイムで送ることができる「ぷちセキ

ュリティノード」、また、同じネットワークリ

モコンにマイクを付けて音声のやり取りを

実現した「音声チャットノード」を出展した。

三洋電機は、IPv6によるパーソナルコ

ンテンツ交換を実演していた。具体的に

は無線LANで接続されたデジタルカメラの

画像を、遠隔地にいる家族などがテレビ

で見られるというもので、このシステムの

デモは多くの来場者の注目を集めていた。

ソニーブロードバンドソリューションは、

IPv6実証実験でも使われたPlayStation2

のソフトを実演。これは複数のユーザーが

インターネット経由でチャットをしたり、一

緒にビデオを見たりすることができる。ま

た、中央電子はIPv6に対応したリアルタイ

ム静止画表示システムを展示していた。こ

のほかキヤノンは「WebViewライブカメラ」

からのビデオを、IPsecによってプライバシ

ーを保護しながら伝送するなど、各社が

IPv6でなにができるのかを模索していた。

注目すべきはNTTコミュニケーションズ

が、ユーザーが特別な設定をすることなし

にIPv4とIPv6を両方を使えるデュアルス

タックの接続サービスを7月中に受付開始

すると発表したことだ。このようなIPv4と

IPv6を意識しなくてすむ通信サービスが、

今回の「IPv6 ShowCase」で示されたユ

ビキタスなネットワーク利用を現実のもの

としてくれるはずだ。
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会場を湧かした「Corona」

広い「N＋I」の会場の中でも、ひときわ

来場者の注目を集めていたのが、マイクロ

ソフトのブースだ。今回、特にマイクロソ

フトが展示に力を入れていたのは、IPv6、

UPnP、そして新しいストリーミング配信シ

ステムである「Corona」だ。

IPv6については、すでにウィンドウズXP

が対応しているものの、IPv6のプロトコル

スタックは手動での追加インストールとな

り、ネットワークのプロパティーからも参照

できないなど、とりあえず対応したという

段階にとどまっていた。これに対して、次

のサーバー用OSである「Windows .NET

Server」ではより積極的にIPv6に対応す

ることが表明されており、IPv6をIPv4で

カプセル化するトンネリング機能、IPv4と

IPv6を相互に変換するトランスレーター機

能が標準で搭載されるほか、多くのアプリ

ケーションも標準でIPv6に対応するとして

いる。ブースでは、前述の日立のPDAか

らサーバーに無線LANで接続し、ウィンド

ウズメディアオーディオのファイルを検索し

てダウンロードするデモが行われた。無線

区間に用いられているのは、NTTコミュ

ニケーションズの無線アクセスサービス

「HOTSPOT」だ。こうした異なるメーカー

とキャリアによるこのデモは、今回の「N＋

I」のテーマでもあるユビキタスコミュニケ

ーションがIPv6によって実現されるという

ビジョンをもっとも明確に見せるデモであ

ったと言えるだろう。

また、UPnPについても多くの対応製品

がブース内に展示されていた。フィリップ

スのミニコンポステレオ、リコーのプリンタ

ーとスキャナーといった機器は、いずれも

すでにUPnPに対応した実機で、これらは

ネットワークに接続されて、パソコンのウ

ェブブラウザーから制御できるようになっ

ていた。現在はおもにルーターなどの

NATに代わる機能（NATトラバーサル）

ばかりが話題を集めているUPnPだが、本

来の目的であるこうした周辺機器の相互接

続という面でも、普及に向けての環境が整

いつつあると感じられた。

そして、もっとも広いスペースを使って

デモを行っていたのが、ウィンドウズメディ

アの次期バージョン「Corona」だ。ブース

にはHDTVクラスの映像を地域IP網経由

でストリーミング再生するシアターが設けら

れており、5.1チャンネルステレオでHDTV

クラスの画質の映像が6Mbps程度まで圧

縮できることや、6MbpsのMPEG-2映像

（DVD相当）はCoronaであれば1Mbps程

度で実現できるといったデモが行われた。

1多くの来場者が集まり期待の度合いを現し
ていたマイクロソフトのブース。

2HDTVクラスの映像を流していた「Corona」
シアター。

3「Corona」はマイクロソフトのブースでもっ
とも大きく扱われていた。

4多くのUPnP対応製品の実機がすでに並
べられていた。

1

2 3

4

ほかにもIPv6に対応することや、再生

ボタンを押せばすぐに再生が開始される

「Instant-on」、回線が途切れても再生を続

ける「Always-on」といったCoronaの特徴

を大きくアピールするデモとなっていた。

次世代のストリーミングフォーマットは、

リアルシステムやQuickTime、そして標準

規格であるMPEG-4との間での競争が激

化すると予想されているが、ここでもマイ

クロソフトはいち早く実際の製品を市場に

投入することで、地位を確保していく構え

だ（N＋I終了後の7月16日に、Coronaの

正式名称は「Windows Media 9」と決定

された）。
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NetＷorld＋INTERROP 2002 TOKYO

実現に向かう高速無線通信

今回、会場内のいたるところで無線

LAN対応ソリューションが展示されていた

が、なかでも注目すべきは、松下電器が高

速無線技術であるAWA（Advanced

Wireless Access）を利用した屋内、屋外

無線基地局とPCカード端末を参考展示し

ていたことだろう。

AWAは5GHz帯を使った通信速度最大

36Mbpsの無線仕様で、昨年3月にNTT東

日本が光ファイバーと無線とを組み合わせ

ておこなった屋内向けブロードバンドアク

セス実験「Biportable」にも使われた。電

波の伝達距離が200メートルほどあり、基

地局と接続している端末ごとに帯域を確

保できることから、家庭や企業へのアクセ

スラインとして期待されている。またもう1

つの特徴であるマルチキャストの機能を活

用し、イベント会場でストリーミングコンテ

ンツを一斉配信するなどの新しい利用法

も検討されている。

「Biportable」実験の際には、対応PCカ

ードがほかの無線カードと比べて格段に大

きく、また電力消費も大きかったためにPC

カードスロットの供給電力だけでは足りず

外部電力を必要としていた。しかし今回出

展されたPCカードはかなり小型化され、

外部電力も必要なくなっている。ブースで

はこれらの製品について「コンパクトにな

り実用的になった。今秋にも5GHz帯の屋

外利用が認可される見込みであり、そうな

れば活用範囲が広がる」と説明していた。

そのほかにも会場には「Wi-Fi ZONE」

が設けられるなど、無線LAN関連のソリ

ューションが多数出展され、無線アクセス

技術の盛り上がりが感じられた。詳しくは

本誌130ページ、131ページを参照してい

ただきたい。

IP電話への移行を強調する孫氏

今回も「N＋I」の開催にあわせて多く

の企業トップクラスのキーマンによる基調

講演が行われた。

初日にはマイクロソフトのバイスプレジ

デント、ジャワッド・カーキ氏が壇上に立

ち、マイクロソフトがいかにIPv6の普及

に力を入れているかを強調。最終日には

NTTドコモの相談役、大星公二氏がネ

クストソサエティーのキーワードはブロー

ドバンドよりもユビキタスであるとし、こ

れにより時間や空間、コスト、情報での

格差がなくなると予測する講演を行った。

同じく最終日に壇上に立ったソニー執行

役員上席常務、所 眞理雄氏はソニーの

ブロードバンド戦略、そしてユビキタス社

会における役割について講演した。

「N+I」と併催された「SOFTBANK

COMMERCE Convention 2002」では、

ソフトバンクの代表取締役社長である孫

正義氏が、日本のブロードバンド加入世

帯数や加入比率について「今や月間の増

加率を見ると世界でトップになっている」

と述べた。その背景にはADSLによるブ

ロードバンド常時接続の価格低下がある

ことを指摘し、「日本のブロードバンドが

ある意味クレイジーな価格になった理由

は、私があえて言わなくてもわかるだろ

う」と、Yahoo! BBの登場が日本のブロ

ードバンドを革新したと言わんばかりの

勢いだった。

BBフォンについても、「みなさんはい

つまでNTTに高い料金を払って電話す

るのか。そのNTTもIP電話を視野に入

れているのですよ」と捲し立てた。

1AWAを利用した無線基地局
2AWA対応のPCカードはかなり小型化
された

1ソフトバンク、孫正義社長
2NTTドコモ、大星公ニ相
談役

3マイクロソフト、ジャワッ
ド・カーキバイスプレジデ
ント

4ソニー、所 眞理雄執行役
員上席常務
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